
 

 

虎塚古墳の保存管理の体制について 

 
ひたちなか市教育委員会 

 

虎塚古墳の発掘調査 

勝田市史編さん事業（学術調査）として昭和４８年８月から９月に第１次調査を

実施し、第２次調査は昭和４９年８月に、第３次調査は昭和５１年８月に実施し、

調査団長は大塚初重明治大学教授（現名誉教授）に依頼した。 

 

虎塚古墳の概要 

・墳  形  前方後円墳 

・規  模  墳丘長 ５６．５ｍ 

前方部幅 ３８．５ｍ 高さ７．２ｍ 

          後円部径 ３２．５ｍ 高さ７．５ｍ 

・埋葬施設  横穴式石室 玄室長 ３ｍ 

・周  溝  一部を除き全周 

・埴  輪  なし 

・葺  石  なし 

・年  代  ７世紀初頭 

 

未開口の横穴式石室の発見と科学的調査の実施 

発掘調査を進めると主体部の横穴式石室が未開口であることがわかり、閉塞石を

取り除く前の昭和４８年８月３１日に、東京国立文化財研究所（当時）による石室

内の温度・湿度・空気組成等の調査を実施し、温度１５℃ 湿度９２％ 炭酸ガス 

は外気の５０倍というデータを得た。 

昭和４７年に高松塚古墳が発見されたことにより、壁画保存のための石室内部の

基礎データの必要性に応えたもの。 

 

彩色壁画の発見 

未開口の横穴式石室より昭和４８年９月１２日に彩色壁画を発見し、東日本を代

表する装飾古墳であることが判明した。 

発掘調査中の９月１９日（水）に壁画の一般公開を行ない、１万数千人が見学を

した。 

 

保存対策会議の設置 

昭和４８年１１月１日設置し、勝田市長・保存科学・考古学・建築工学の学識経

験者９名により構成し、会議は１１月２８日以後昭和５３年２月までに６回開催し

た。オブザーバーとして文化庁と茨城県教育庁にも出席依頼をした。 

実質的な整備委員会となる連絡調整会議を組織し、昭和５３年１０月から１１回

開催した。 

 

史跡指定と公有化 

昭和４９年１月２３日、国指定史跡の指定を受けた。指定面積は ８，３９１㎡

で、敷地の公有化を昭和５１年度５２年度に国庫・県費補助で実施した。 

 資料２  
 古墳壁画の保存活用に関する検討会 

装飾古墳ワーキンググループ（第２回） 
Ｈ２４．１１．１４ 



 

石室内科学調査の実施 

昭和４９年度より５５年度まで、東京国立文化財研究所に委託し、石室内の空気

組成、温度、湿度、微生物を対象とした保存科学的な調査を継続的に実施した。 

 

保存の基本方針 

保存対策会議の検討により、「虎塚古墳壁画保存の基本方針」を昭和５２年２月

３日に決定した。基本方針の要点は以下のとおり。 

・公開を前提 

・公開施設はできるかぎり墳丘の景観及び遺構等をそこなわない 

・石室内部の科学調査実施 

・保存管理組織の検討 

 

基本構想の策定 

「勝田市虎塚古墳公開保存施設設置基本構想」を、昭和５３年２月７日に策定し

た。このなかで「彩色壁画の永久保存と公開のための施設を設置」することとし、

具体的に以下の点を明記した。 

・春と秋に公開を行う 

・石室内部の諸条件の観察を可能にする 

・保存施設を墳丘内におさめる 

 

公開保存施設の基本計画 

公開保存施設の基本計画として以下の点を明記した 

・観察室は出来る限り石室に近づける。 

・観察窓は出入り口を兼ねた最小限のものとし、断熱に配慮しペアガラス、

エアタイトサッシとする。 

・照明の熱対策を十分にする。 

・測定等に使用する小孔を設置する（通常はエアタイトとする）。 

・墓道の石敷きを保存する。 

・観察室への空気を送風する。（現在は遮断している） 

 

保存施設の整備 

国庫・県費補助事業として実施した。昭和５３年度に設計と土質調査等を実施し、

昭和５４年度に公開保存施設と休憩所建設を行ったほか、羨道の天井石補強を行っ

た。昭和５５年度には当初の設計を変更し前々室設置工事及び園路・外柵等の外構

工事を行い、昭和５５年１０月に竣工した。 

 

条例の制定 

勝田市虎塚古墳史跡公園設置及び管理条例（昭和５５年１０月３日制定）及び同

条例施行規則を制定し、条例第７条で「観覧室の開館等」として観覧室の開館時期

と時間を規定した。 

 

一般公開の実施 

壁画の一般公開は、昭和５５年秋より実施しており、春（４月上旬）と秋（１１

月上旬）の２シーズンに各８日間公開（週４日で２週間）している。保存施設整備

後これまでの一般公開観覧者はおよそ１０万人である。 



なお、平成９年春、平成２１年春・秋の公開については石室内のデータ収集のた

め、平成２３年春は震災の影響により公開を行っていない。 

 

虎塚古墳等保存対策委員会の設置 

虎塚古墳の保存対策の検討と保存の経過を点検するために、考古学・保存科学等

の専門家により昭和５６年４月に設置し、これ以後虎塚古墳の保存状況の点検に携

わってきた。平成元年４月には史跡保存対策委員会に名称が変更され、保存対策や

点検等は引き継がれている。現在の委員は１５名である。 

 

管理及び点検の方針 

石室への入室は必要最小限の人数・回数・時間とする。 

点検・公開時以外は基本的に観察室への入室もしない。 

温度・湿度の計測は常時行い、数値変動のチェックを行う。 

 

壁画の点検 

史跡保存対策委員会委員のうち、考古学と保存科学を専門とする委員により点検

を行うこととし、公開の前後には目視による壁画の点検を必ず行っている。壁画に

問題がある場合には公開を中止する方針であるが、これまでにデータ収集等以外に

は中止はしていない。 

 

震災 

平成２３年３月１１日の東日本大震災では、玄室内で石材の隙間に挟まっていた

と考えられる小石２点が石室床面に落下したほか、羨道部側壁の石材に亀裂が生じ

た。 

石室発見当時、羨道部天井石が割れていたが、観察保存施設を整備した際にステ

ンレス鋼アングルで補強したため影響はなかった。 

震災直後の平成２３年春の公開は、壁画の点検ができなかったことなどにより中

止した。 

 

現在の対応 

・温度・湿度センサーにより、石室内部環境の２４時間モニターを行ってい

る。 

・公開前後に、史跡保存対策委員会委員による目視点検を行っている。 

・温暖化対策として後円部公開施設・石室上部への低木の植栽を行った。夏

季に墳丘が直射日光に照らされることの遮断に一定の効果があるものと考え

ている。 

・指定地内の除草・清掃は地元の老人会にお願いしている。 

 

これからの課題 

恒久的な保存のため、現在対策の検討を進めている課題 

・温暖化への対策強化 

・カビ発生の抑制対策の強化 

・壁画の劣化やカビの発生等による汚損の確認のため、定点観測などの実施 

・地震による影響確認の実施検討（石室全体のゆがみの有無の把握） 

 






























